
攻
撃
実
用
機
―
一
三
五
、
同
練
習
機
―
二
四
〇
、

制
空
―
五
〇
、
偵
察
―
四

中
国
　
計
　
五
四
五

攻
撃
実
用
機
―
一
六
五
、
同
練
習
機
―
一
六
〇
、

制
空
―
二
〇
〇
、
偵
察
―
二
〇

近
畿
　
計
　
四
七
〇

攻
撃
実
用
機
―
一
一
五
、
同
練
習
機
―
一
六
〇
、

制
空
―
一
六
〇
、
偵
察
―
三
五

中
部
　
計
　
三
一
三

攻
撃
実
用
機
―
一
六
〇
、
同
練
習
機
―
八
〇
、

制
空
―
七
〇
、
偵
察
―
三

関
東
　
計
　
六
六
五

攻
撃
実
用
機
―
二
一
〇
、
同
練
習
機
―
二
五
〇
、

制
空
―
一
八
〇
、
偵
察
―
二
五

奥
羽
　
計
　
四
五
〇

攻
撃
実
用
機
―
五
〇
、
同
練
習
機
―
三
五
〇
、

制
空
―
五
〇

朝
鮮
　
計
　
一
六
八

攻
撃
実
用
機
―
七
五
、
同
練
習
機
―
九
〇
、
偵
察
―
三

機
種
別
合
計
　
　
四
六
二
五
（
内
　
桜
花
　
二
三
〇
）

、

攻
撃
実
用
機
―
一
一
五
五
（
内
　
桜
花
　
二
三
〇
）

、

攻
撃
練
習
機
―
二
三
〇
〇
、
制
空
機
―
一
〇
三
〇
、

偵
察
機
―
一
四
〇

右
表
の
如
く
、
地
域
別
に
あ
る
如
く
、
九
州
地
域
が
航
空
兵

力
の
主
力
を
な
し
、
桜
花
（
特
攻
用
、
親
子
機
）
も
関
東
と
共

に
機
数
は
多
い
。

潜
水
艦
の
戦
闘

南
鳥
島
補
給
戦
　 愛

知
県
　
大
谷
■
　 

志
願
し
て
海
軍
に
入
っ
た
。
そ
の
三
年
間
は
、
軍
艦
「
三

隈
」
で
海
上
勤
務
を
体
験
。
さ
ら
に
潜
水
艦
教
育
訓
練
を
受
け

「
伊
号
一
二
一
」
潜
水
艦
、「
伊
号
一
二
二
」
潜
水
艦
、「
波

号
一
〇
六
」
潜
水
艦
の
勤
務
を
経
て
、「
波
号
一
〇
二
」
潜
水
艦

で
終
戦
を
迎
え
た
。
諸
般
の
情
勢
に
は
逆
ら
え
ず
、
一
番
危
険

な
部
隊
と
し
て
最
初
に
復
員
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。



し
か
し
私
は
米
軍
へ
艦
の
引
き
渡
し
要
員
と
し
て
艦
長
と
共

に
残
留
し
、
他
の
戦
友
は
全
員
八
月
末
復
員
し
た
。
こ
こ
に
顧

み
て
潜
水
艦
と
共
に
歩
ん
だ
五
年
間
、
最
後
の
務
め
と
な
っ
た

思
い
出
を
語
る
。

制
空
・
制
海
権
を
奪
わ
れ
た
日
本
海
軍
は
昭
和
十
八
年
春
頃

よ
り
撤
退
、
転
進
を
繰
り
返
し
、
遂
に
補
給
に
潜
水
艦
を
使
う

よ
う
に
な
り
、
昭
和
十
九
年
末
に
は
こ
れ
ら
補
給
の
専
門
の
艦

が
建
造
さ
れ
た
。
こ
の
潜
水
艦
輸
送
の
こ
と
を
兵
隊
さ
ん
達
は

「
マ
ル
通
」
と
言
っ
て
い
た
。
そ
の
「
マ
ル
通
」
が
い
よ
い
よ

始
ま
る
。
千
四
百
カ
イ
リ
南
東
の
小
島
の
南
鳥
島
の
守
備
隊

に
、
陸
海
合
わ
せ
て
お
よ
そ
三
千
二
百
人
分
の
食
糧
、
弾
薬
を

満
載
、
と
言
っ
て
も
六
十
ト
ン
の
物
資
輸
送
の
任
務
で
あ
る
。

必
ず
成
し
遂
げ
る
と
の
信
念
で
あ
っ
た
。「
虎
は
千
里
を
往

っ
て
千
里
還
る
」
と
い
う
諺
に
因
ん
で
雄
雌
の
虎
を
画
師
に
お

願
い
し
て
描
い
て
も
ら
う
。
鶴
岡
八
幡
宮
に
参
拝
、
任
務
完
遂

を
祈
願
し
「
南
無
八
幡
大
菩
薩
」
の
幟
一
旒
を
戴
き
、
準
備
は

整
っ
た
。

出
港
ラ
ッ
パ
と
共
に
■
索
を
放
し
、
見
送
り
の
基
地
隊
の

方
々
に
力
い
っ
ぱ
い
帽
子
を
振
っ
て
応
え
る
。
船
越
の
丘
で
も

数
人
が
ハ
ン
カ
チ
を
振
っ
て
い
る
。
乗
組
員
の
家
族
か
？

湾
を
出
る
と
臨
戦
準
備
で
あ
る
。
金
子
弁
を
開
け
、
ベ
ン
ト

開
け
で
潜
航
、
ツ
リ
ム
の
調
整
を
終
え
浮
上
。
館
山
沖
で
再
度

潜
航
、
海
底
に
沈
座
し
て
日
没
を
待
っ
て
浮
上
、
大
洋
に
出

る
。
敵
か
味
方
か
逆
探
に
感
度
し
き
り
、
敵
潜
を
警
戒
し
て
針

路
を
東
に
と
り
、
東
経
十
五
度
く
ら
い
で
南
下
し
、
と
一
応
大

事
を
と
っ
て
進
路
を
偽
装
す
る
。
夜
明
け
前
に
潜
航
、
速
度
は

一
ノ
ッ
ト
半
、
潜
航
十
三
時
間
余
り
、
暗
く
な
っ
て
浮
上
す

る
。
蓄
電
池
の
容
量
も
半
分
以
下
、
四
時
間
く
ら
い
急
速
充
電

し
、
そ
の
後
は
定
格
充
電
を
出
来
る
限
り
長
時
間
行
う
。

潜
航
し
て
全
速
で
走
る
と
三
時
間
以
上
の
容
量
で
あ
る
。
電

液
は
流
出
し
な
い
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
が
、
何
か
の
理
由

で
艦
が
四
十
五
度
以
上
傾
斜
す
る
と
電
液
が
流
出
す
る
。
そ
れ

が
艦
底
の
ビ
ル
ジ
に
混
じ
る
と
、
水
素
ガ
ス
が
発
生
し
て
お
陀

仏
と
な
る
か
ら
、
絶
対
に
四
十
五
度
以
上
艦
を
傾
斜
さ
せ
て
は

い
け
な
い
の
で
あ
る
。

艦
内
食
事
は
設
備
・
器
具
・
材
料
と
普
通
の
家
庭
と
同
じ
だ



と
思
う
が
、
調
理
場
が
約
七
平
方
メ
ー
ト
ル
で
食
品
庫
、
冷
蔵

庫
、
真
水
タ
ン
ク
（
一
人
当
た
り
十
三
リ
ッ
ト
ル
で
二
十
四
日

分
だ
か
ら
貴
重
品
で
あ
る
）

、
洗
米・
炊
飯
・
お
茶
・
料
理
の

一
切
を
賄
う
器
具
と
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
炊
き
電
気
釜
三
台
と
電
気

魚
焼
器
一
台
、
他
に
残
■
処
理
装
置
一
式
で
あ
る
。
艦
内
で
十

分
間
お
湯
を
沸
騰
さ
せ
る
と
、
湿
度
は
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
超

え
て
天
井
に
水
蒸
気
が
結
露
し
て
雫
が
ボ
タ
ボ
タ
落
ち
、
床
は

び
っ
し
ょ
り
と
濡
れ
る
。
艦
内
諸
設
備
機
器
類
は
、
主
機
械
を

除
き
す
べ
て
電
気
で
あ
る
か
ら
、
湿
度
が
高
い
と
故
障
の
原
因

と
な
る
の
で
、
無
火
食
調
理
な
る
も
の
が
研
究
さ
れ
、
こ
れ
は

波
号
型
潜
水
艦
の
た
め
に
特
別
に
開
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

潜
航
中
の
艦
は
完
全
に
密
閉
さ
れ
て
外
気
の
流
入
は
全
く
な

く
、
■
か
に
循
環
通
風
は
あ
る
が
蓄
電
池
節
約
の
た
め
一
日
数

時
間
し
か
使
用
し
な
い
。

狭
い
艦
内
、
そ
の
容
積
は
約
三
百
八
十
立
方
メ
ー
ト
ル
、
そ

の
中
に
主
機
械
電
動
機
蓄
電
池
が
あ
っ
て
、
更
に
六
十
ト
ン
の

荷
物
。
ま
た
、
乗
組
員
四
十
三
人
の
呼
吸
に
必
要
な
空
気
も
十

二
時
間
以
上
潜
航
す
る
と
炭
酸
ガ
ス
の
濃
度
は
〇
・
六
パ
ー
セ

ン
ト
を
超
え
、
艦
内
温
度
は
体
温
以
上
と
な
り
冷
房
設
備
も
能

力
不
足
、
こ
ん
な
状
態
で
調
理
の
蒸
気
を
出
す
と
…
…
？

無
火
食
と
い
う
調
理
法
は
糒
と
い
っ
て
普
通
に
炊
い
た
飯
を

急
速
低
温
・
乾
燥
し
た
も
の
で
、
お
湯
を
入
れ
て
三
分
間
待
つ

と
御
飯
と
な
る
。
副
食
も
す
べ
て
こ
の
有
様
、
お
湯
は
八
十
度

以
下
で
、
絶
対
に
沸
騰
さ
せ
な
い
。
乾
燥
肉
・
乾
魚
肉
・
塩
獣

肉
・
塩
魚
肉
・
粉
末
卵
・
粉
末
■
油
・
粉
末
出
し
汁
の
素
・
乾

燥
野
菜
・
缶
詰
の
肉
、
魚
、
果
物
、
野
菜
等
、
八
十
度
以
下
の

お
湯
で
調
理
す
る
。
洗
い
物
は
海
水
で
洗
い
、
真
水
で
さ
っ
と

流
す
。

食
事
の
準
備
が
終
わ
る
と
残
■
整
理
。
紙
箱
・
空
き
缶
等
は

全
部
五
セ
ン
チ
く
ら
い
に
切
断
、
ま
た
は
圧
縮
し
て
処
理
器
に

入
れ
処
分
す
る
が
、
こ
れ
が
ま
た
大
変
な
作
業
で
あ
る
。
艦

長
、
ま
た
は
■
戒
長
に
残
■
整
理
の
許
可
を
受
け
、
蓋
を
開
き

残
■
を
入
れ
る
。
蓋
を
閉
め
、
締
め
つ
け
ネ
ジ
を
固
く
締
め

る
。
次
に
高
圧
空
気
を
艦
の
深
さ
に
合
わ
せ
空
気
溜
タ
ン
ク
に

入
れ
る
。
次
に
外
舷
弁
と
排
出
弁
を
開
き
、
容
器
内
に
海
水
が

逆
流
し
て
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
こ
と
を
圧
力
計
に
よ
り
確
認
し

て
空
気
弁
を
開
く
。
じ
っ
と
排
水
音
を
聞
き
な
が
ら
空
気
が
艦

外
に
出
な
い
う
ち
に
空
気
弁
を
閉
鎖
、
続
い
て
排
外
弁
を
確
実



に
閉
じ
る
が
後
か
ら
で
は
締
ま
ら
な
い
。
水
圧
で
ダ
メ
だ
。
容

器
内
の
残
圧
を
抜
き
、
容
器
の
蓋
を
開
け
る
。
こ
の
操
作
を

三
、
四
回
繰
り
返
し
、
一
食
分
の
残
■
処
理
が
終
わ
る
。
こ
の

処
理
装
置
も
ひ
と
つ
間
違
っ
て
操
作
す
る
と
漏
水
・
浸
水
と
な

っ
て
艦
の
運
命
を
左
右
す
る
原
因
と
も
な
り
、
慎
重
確
実
な
操

作
が
要
求
さ
れ
た
。

ま
た
、
排
水
空
気
過
多
は
、
空
気
と
残
■
を
海
面
に
噴
出
し

て
敵
に
所
在
を
知
ら
せ
る
結
果
と
も
な
る
た
め
、
細
心
の
注
意

が
併
せ
要
求
さ
れ
た
。
水
上
航
走
時
は
、
嵐
で
な
く
と
も
艦
は

か
な
り
揺
れ
る
た
め
食
欲
は
減
退
し
体
重
は
減
り
、
ほ
と
ん
ど

食
事
を
食
べ
な
い
で
い
る
者
も
あ
り
、
四
十
三
人
の
食
事
が
米

一
升
で
間
に
合
う
よ
う
な
こ
と
が
再
三
あ
っ
た
。
な
か
に
は
艦

が
揺
れ
る
ほ
ど
入
る
と
言
う
勇
士
も
二
人
ほ
ど
い
た
。
食
欲
の

な
い
時
で
も
サ
イ
ダ
ー
と
ミ
カ
ン
の
缶
詰
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人

に
喜
ば
れ
た
。

港
を
出
て
一
週
間
を
過
ぎ
る
頃
、
ヒ
ゲ
は
伸
び
、
防
暑
服
は

汚
れ
、
汗
の
臭
い
と
共
に
鼻
を
つ
く
。
で
も
、
い
つ
の
間
に
か

慣
れ
て
感
じ
な
く
な
る
。
こ
ん
な
艦
内
の
状
態
で
二
十
数
日

間
、
風
呂
・
シ
ャ
ワ
ー
な
ど
見
た
こ
と
な
し
、
せ
め
て
食
べ
物

だ
け
で
も
と
言
い
た
い
が
、
現
在
の
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
に
比

べ
る
と
大
変
お
粗
末
な
も
の
だ
っ
た
。
当
時
、
経
理
学
校
で
無

火
食
の
研
究
指
導
さ
れ
た
教
官
が
、
戦
後
食
品
会
社
に
招
聘
さ

れ
、
現
在
の
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
が
開
発
販
売
さ
れ
た
と
か
、

風
聞
真
偽
の
程
は
定
か
で
は
な
い
が
、
製
品
の
発
想
は
当
時
の

無
火
食
と
同
じ
だ
と
思
う
。

今
日
は
通
常
の
行
路
を
大
分
離
れ
、
昼
間
水
上
航
走
、
昼
食

を
終
え
て
ち
ょ
っ
と
早
い
が
■
戒
の
交
替
に
艦
橋
に
出
た
。

「
オ
、
ア
レ
、
ナ
ン
ダ
」
右
後
方
上
空
に
太
陽
光
を
受
け
、
キ

ラ
ッ
と
輝
く
航
空
機
発
見
、
急
速
潜
航
。
遠
目
の
利
く
こ
と
に

は
度
々
助
け
ら
れ
る
。

○
日
、
も
う
そ
ろ
そ
ろ
見
え
て
も
良
い
は
ず
だ
が
、
と
潜
望

鏡
を
少
し
ず
つ
右
に
回
す
が
何
も
見
え
な
い
。
左
に
九
十
五

度
、
熱
田
島
（
ア
ッ
ツ
）

、
南
鳥
島
。
横
須
賀
を
出
て
か
ら
十

一
日
、
西
側
二
千
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
到
着
し
た
。

早
速
、
見
張
り
所
宛
に
揚
塔
予
定
を
潜
望
鏡
よ
り
発
信
、
続

い
て
見
張
り
所
よ
り
敵
艦
の
距
離
な
ど
の
情
報
を
受
け
て
島
の

南
側
に
移
動
す
る
。
そ
し
て
静
か
に
潜
航
沈
座
し
て
日
没
を
待



つ
こ
と
数
時
間
、
各
配
置
に
つ
き
露
頂
深
度
で
潜
望
鏡
を
覗

く
。
敵
海
防
艦
ら
し
き
艦
、
千
ト
ン
く
ら
い
か
、
停
止
し
て
い

る
。
じ
っ
と
我
慢
、
敵
艦
は
動
く
気
配
も
な
い
。
距
離
千
メ
ー

ト
ル
、
艦
長
深
考
の
末
、
突
入
を
決
断
す
る
。

艦
長
は
白
鉢
巻
を
締
め
直
し
伝
声
管
に
向
か
い
「
只
今
よ
り

敵
艦
の
真
下
を
通
過
す
る
、
各
部
署
と
も
ぬ
か
る
な
。
聴
音
は

敵
の
去
就
に
注
意
せ
よ
」
と
。
深
さ
三
十
・
前
進
・
半
速
、
聴

音
手
は
レ
シ
ー
バ
ー
に
伝
わ
る
音
源
を
聞
き
漏
ら
さ
じ
と
全
神

経
を
耳
に
集
中
し
て
い
る
。
全
員
、
息
を
殺
し
て
緊
張
の
三
十

数
分
、
突
然
「
ヤ
ッ
タ
」
と
艦
長
の
声
が
あ
り
、
そ
の
ま
ま
湾

内
に
潜
入
。

ダ
イ
ハ
ツ
二
隻
を
横
付
け
し
、
艦
は
三
直
■
戒
で
充
電
を
続

行
し
な
が
ら
揚
荷
作
業
を
行
う
。
糧
食
な
ど
は
、
一
袋
二
十
キ

ロ
に
統
一
さ
れ
て
ゴ
ム
袋
に
入
っ
て
い
る
。
途
中
で
敵
襲
を
受

け
た
場
合
、
潜
水
艦
は
ハ
ッ
チ
を
閉
め
て
そ
の
ま
ま
潜
航
す

る
。
し
か
し
糧
食
は
海
に
浮
か
ぶ
よ
う
に
と
ゴ
ム
袋
で
あ
る
。

こ
の
真
上
作
業
は
相
当
な
重
労
働
で
あ
っ
た
。
一
時
間
程
で

二
隻
の
ダ
イ
ハ
ツ
に
積
み
終
わ
る
。
そ
の
あ
と
守
備
隊
の
副
長

が
艦
内
に
来
ら
れ
「
と
に
か
く
食
糧
不
足
で
大
変
困
っ
て
い

る
。
何
で
も
良
い
か
ら
貰
え
な
い
か
」
と
の
申
し
出
が
あ
り
、

艦
長
は
主
計
兵
・
先
任
下
士
官
と
相
談
、
自
艦
の
食
糧
十
日
分

を
残
し
、
各
個
人
の
嗜
好
食
品
や
煙
草
等
一
ト
ン
余
り
を
渡

す
。
副
長
は
涙
を
流
し
喜
ん
で
お
ら
れ
た
。
お
互
い
の
武
運
を

誓
い
、
固
い
握
手
を
交
わ
し
別
れ
を
告
げ
る
。
直
ち
に
潜
航
、

ツ
リ
ム
調
整
、
帰
途
に
つ
く
。
沖
合
に
頑
張
っ
て
い
た
敵
艦
は

幸
い
に
も
姿
を
消
し
て
い
た
。

司
令
部
宛
報
告
電
報
は
本
艦
よ
り
発
信
す
る
と
敵
に
当
方
の

帰
途
所
在
を
察
知
さ
れ
る
恐
れ
も
あ
り
、
電
文
を
起
案
暗
号
と

し
て
守
備
隊
よ
り
六
時
間
経
過
後
発
信
し
て
も
ら
う
よ
う
に
依

頼
す
る
。
見
張
り
に
は
特
に
気
を
引
き
締
め
て
、
横
須
賀
目
指

し
て
韋
駄
天
航
走
で
帰
り
を
急
ぐ
。

○
日
二
十
二
時
頃
、
突
如
後
方
水
平
線
に
照
明
弾
ら
し
き
閃

光
を
発
見
、
機
械
停
止
、
潜
航
急
げ
。
け
た
た
ま
し
く
急
速
潜

航
の
ベ
ル
は
鳴
り
響
く
。
各
配
置
に
急
ぐ
。「
ハ
ッ
チ
よ
し
」

「
頭
部
弁
よ
し
」
の
報
告
が
あ
る
と
「
ベ
ン
ト
開
け
、
ダ
ウ
ン

三
十
、
深
さ
三
十
」
と
、
立
て
続
け
に
下
る
号
令
で
あ
る
。



「
各
部
配
置
よ
し
」
の
報
告
、
深
度
計
の
目
盛
を
読
む
「
深
さ

三
十
ヨ
ー
ソ
ロ
」
の
潜
航
手
の
声
を
聞
い
て
、
ホ
ッ
と
お
互
い

に
顔
を
見
合
わ
せ
に
っ
こ
り
と
無
言
で
微
笑
む
。

こ
の
間
約
三
十
秒
。
訓
練
の
成
果
と
は
言
え
、
さ
す
が
と
思

う
。
し
ば
ら
く
し
て
露
頂
深
度
で
潜
望
鏡
を
覗
く
。
東
天
に

皓
々
た
る
月
明
か
り
、
ま
る
で
微
笑
み
か
け
て
い
る
よ
う
に
。

さ
て
は
月
の
出
を
見
間
違
え
た
の
で
は
、
で
も
何
も
な
く
て
良

か
っ
た
。

平
穏
な
日
が
続
く
。
針
路
は
三
百
度
、
も
う
こ
の
頃
に
な
る

と
一
度
も
風
呂
ナ
シ
、
洗
濯
ナ
シ
、
汗
と
垢
で
体
は
香
り
芳
し

く
、
腹
巻
の
内
側
に
は
う
ず
う
ず
痒
い
や
つ
が
粟
粒
の
よ
う
な

卵
を
四
列
縦
隊
に
並
べ
て
い
る
。
ぽ
り
ぽ
り
■
き
な
が
ら
も
何

故
か
殺
そ
う
と
は
し
な
い
。
我
が
身
の
分
身
だ
と
言
う
者
も
い

た
。潜

航
を
や
め
て
浮
上
す
る
も
満
天
の
黄
砂
（
大
陸
か
ら
の
）

に
加
え
西
風
強
く
、
船
体
は
翻
弄
さ
れ
る
。
水
上
航
走
無
理
と

判
断
、
深
さ
三
十
メ
ー
ト
ル
で
も
艦
体
の
ロ
ー
リ
ン
グ
が
あ

る
。
深
さ
六
十
メ
ー
ト
ル
で
天
候
の
回
復
を
待
つ
。

日
本
の
近
海
は
、
敵
潜
水
艦
に
見
張
ら
れ
て
い
る
の
で
日
の

出
前
に
潜
航
し
て
洲
崎
沖
で
浮
上
す
る
。
艦
橋
の
ハ
ッ
チ
か
ら

入
る
空
気
も
す
が
す
が
し
く
エ
ン
ジ
ン
の
響
き
も
殊
の
外
軽
快

に
感
じ
る
。
掃
海
水
路
を
経
て
横
須
賀
港
桟
橋
に
無
事
接
岸
。

潜
水
艦
は
水
中
に
あ
っ
て
見
え
ず
聞
こ
え
ず
、
た
だ
一
つ
潜
望

鏡
と
聴
音
の
レ
シ
ー
バ
ー
か
ら
、
ほ
ん
の
■
か
な
情
報
を
知
る

だ
け
で
あ
る
。
そ
の
忍
耐
的
精
神
力
が
潜
水
艦
乗
り
に
求
め
ら

れ
る
最
大
の
要
素
で
あ
ろ
う
。

こ
の
大
戦
に
お
い
て
百
数
十
隻
余
り
の
潜
水
艦
が
海
底
に
消

え
去
っ
た
が
、
そ
の
乗
組
員
に
想
い
を
致
す
時
、
一
抹
の
寂
し

さ
が
私
の
胸
中
に
漂
う
。

平
和
と
は
何
と
あ
り
が
た
い
も
の
だ
。
三
百
数
十
万
の
戦
死

者
、
そ
の
尊
い
生
命
を
礎
と
し
て
築
か
れ
た
今
日
の
日
本
国
。

そ
し
て
現
在
の
平
和
と
繁
栄
に
感
謝
の
念
を
捧
げ
、
長
久
を
祈

る
も
の
で
あ
る
。




